
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

【学校教育目標】「笑顔 挨拶 学び合い」～活躍し続ける美中生～（鍛える 高め合う 挑戦する） 

令和４年１月１１日（火） 

文責 斉藤 国明 

飯能市立美杉台中学校 

校舎３階から望む初日の出（令和４年１月１日撮影） 

～２０２２年「壬寅（みずのえとら）」～ 
新年明けましておめでとうございます。ご家族との団欒の中で、穏やかな新年を迎

えられたことと思います。今年の干支は「壬寅（みずのえとら）」。厳しい冬を乗り越
えて、生命力に溢れる春の芽吹きが、華々しく成長を始める年、と言われています。
今年１年が、皆さんにとって希望に満ちた年となることを願っています。 

さて、今年の箱根駅伝は、青山学院大学が大会新記録で２年ぶり６度目の優勝を果
たしました。原晋監督は毎回チーム目標を「大作戦」と命名しています。今回の箱根
駅伝は史上最強と自負するチームを率いて「パワフル大作戦」としました。 

～「自立」と「自律」～ 
レース後の会見で原監督は勝因を次のように語りました。「“過去最強軍団”と称し

ておりました。それが口だけではなくて現実のものになりまして、あらためて学生た
ちの素晴らしさを感じました。青山メソッドがありますから、そのメソッドの通り
『自立』して、しっかり取り組んでいけば伸びるんですけど、それだけではなくて、
自分で律する『自律』～自ら考え、行動し、そして課題に向き合って前へ進む姿勢～
そういったものが青山学院に出来上がったのかなというふうに感じます。」「監督が
毎日居なくても、一々指示を出さなくても、部員たちそれぞれがやるべきことを考え
て、実行できるチームだから強くなるのです。つまり、『指示待ち集団』ではなく『部
員自らで考える集団』です。」 

「自立」は、他人に頼らず、自分のことは自分で行うことを意味します。「自律」
は、自分で考え、自分で決めて行動することを意味します。美杉台中学校は、自立し
ている生徒が多いことを誇りとする学校です。皆さんには是非、与えられたことを着
実に行うことに加えて、自分に足りないものは何か、課題・目標は何かを自ら考えて
行動に移すことを意識し、自身を一層高めてほしいと思っています。 

 
 
 
 
 
原監督の言葉をもう一つ紹介します。「覚悟」ということについてです。「何として

も結果を出すという強い覚悟がなければ、なかなか練習に身が入らないし、結果につ
ながらないものです。なぜなら『人間は怠ける動物』だからです。青山学院大学陸上
部の日々の練習はわずか３時間だけです。残り２１時間をどのように過ごすかで結
果は大きく変わります。陸上競技部の部員であれば、それは走ることです。」 

皆さんにも、自分の時間をどのように過ごすかを考える機会にしてほしいと思い
紹介しました。 

さて、今大会では地元飯能
の駿河台大学も箱根駅伝初
出場を果たし、見事にたすき
をつなぎました。大きな第一
歩を踏み出した駿河台大学
にも着目し、我が街の大学と
して今後の活躍を期待し、応
援して行きたいですね。  

他人に頼らず、自分のことは自分で行うこと 

自分で考え、自分で決めて行動すること 

 



 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美杉台中学校ホームページ http://hanno.ed.jp/msgjh/ 

学校の風景や日々の出来事、学校だより、各月の学校行事等を 
上記ホームページで配信しています。是非ご覧ください。 

 

 

 

 

１土 
 

１０月 
１１火 

 
１２水 
１３木 

〃  
１４木 
１７月 
１８火 

元日 
年始閉庁（～４火） 
成人の日 
３学期始業式 
３期時間割開始 
給食開始、発育測定（３A、あさひ） 
発育測定（３B）、避難訓練（不審者） 
専門委員会 
発育測定（３C） 
発育測定（２A） 
学年朝会 

１９水 
２０木 
２１金 
２２土 
２４月 
２５火 
２６水 
２７木 
２８金 

 
 

発育測定（２B） 
発育測定（２C） 
３年私立入試事前指導 
３年私立高校入試開始 
発育測定（１A） 
生徒会朝会（給食委員会） 
発育測定（１B） 
発育測定（１C） 
小中連絡会（4 時間授業） 
＊今年も市内美術展、市内書初展
は審査会のみとなります。 

 

～あらためて感染防止行動の徹底を～ 
１月６日（木）、日本医師会の中川会長が会見で「全国的に第６波に突入した」と

の認識を示しました。埼玉県でも一日の感染者数が４００人を超えました。９月１５
日以来です。感染拡大のペースはこれまでにない増え方です。あらためて「三密」を
避ける行動の徹底を強く意識して生活しなければなりません。学校生活の中で、 

①  「密集」や「密閉」の場面をつくらない 
②  「密接」を避ける（不用意に友だちと戯れ合ったりしない） 
③  マスクの適時適切な着用、手洗い・うがい・消毒の励行 
④  食事中のマスクなしでの会話をしない 

これらのことを確実に守って生活し、自分と、周りの人たちの大切な命を守る行動を
してください。今私たちにできることは、自覚ある行動で、感染しない・させない、
感染防止に最大限努めることです。 

～準備のための０学期～ 
３学期は、１年の総まとめをする学期であると同時に、新しい年度を迎える『心構

え』をつくる「準備のための０学期」でもあります。３年生は新たなステージでスタ
ートを切るための心構え、２年生は最上級生となる心構え、１年生は先輩となる心構
えをつくり、充実した３学期としてくれることを、そして大きく成長できる１年とな
ることを期待しています。 

保護者の皆様、地域の皆様におかれましては、お健やかに新年をお迎えのことと心
よりお慶び申し上げます。本年も引き続き本校の教育活動への深いご理解と温かい
ご支援をよろしくお願いいたします。 

校舎３階から望む富士山（令和４年１月１日撮影） 

http://hanno.ed.jp/msgjh/

